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　施設の愛称を決定しました！施設の愛称を決定しました！

愛称

きららの杜
もり
とちぎ蔵の街楽

がくしゅうかん
習館

施 設 名　栃木市市民交流センター（入舟町６番８号）
命名権者　五月女総合プロダクト株式会社

問 行財政改革推進課 ☎（21）２３４４

　ネーミングライツの募集を行っていた栃木市市民交流センターの愛称を
決定しました。愛称は令和６年４月から５年間使用します。
　正式名称は変更しませんが、広報紙等において愛称を使用していきます。

　市民交流センター以外の施設についても、ネーミングライツ事業者の募集を引き続き行っています。
詳細は市HP（左の２次元コードを参照）をご覧ください。

ネーミングライツ　栃木市 検索

国民健康保険・後期高齢者医療被保険者の方へ人間ドック費用人間ドック費用の一部を助成します

申込種別　一般ドック（日帰り・宿泊）
　　　　　および 脳ドック（日帰り）
受診期間　６月１日（土）～ 令和７年３月 31日（月）
対象・国民健康保険の 35歳以上の被保険者で、国民健康
 　　  保険税に未納が無く、特定健診を受診しない方
　　・後期高齢者医療の被保険者で、後期高齢者医療
 　　  保険料に未納が無く、健康診査を受診しない方
検診機関　とちぎメディカルセンター総合健診センター、
とちぎメディカルセンターとちのき、西方病院、獨協医科
大学病院、自治医科大学健診センター、大岡メディカルク
ラブ、慶友健診センター、宇都宮記念病院総合健診セン
ター、栃木県保健衛生事業団、佐野厚生総合病院（国保の
み）、佐野医師会病院、佐野市民病院、済生会宇都宮病院　
助成額　ドック費用の２分の１相当額（千円未満切捨、
　年度内１人１回）上限２万円　※医療機関で助成額を
　差し引いた自己負担額をお支払いください。
定員　国民健康保険　　１，１００人
　　　後期高齢者医療　　 ４００人
　　　※いずれも定員を超えた場合抽選

申込　申請書（４月 16日（火）から本庁保険年金課・各
総合支所地域づくり推進課で配布、市ホームページからダ
ウンロード可）に必要事項を記入し、配布窓口にお持ちに
なるか、問合先へ郵送、FAX（21）2679または2次元バーコー
ドからお申し込みください。

申込期間　４月 16日（火）～５月１日（水）（必着）
受診方法　助成が決定した方には、市から「人間ドック検
   診券」を郵送します。その後は、申請書に記入した検診
   機関にご自身で直接予約し、検診券と被保険者証、自己
   負担額分の検診代金などをお持ちのうえ、受診してくだ
　さい。
※市外に転出した場合や、検診を受ける前に他の健康保険
   に加入した場合には助成の対象にはなりません。また、
   特定健診（健康診査）と重複して受診した場合は、助成
   金を返還していただきますのでご注意ください。

人間ドックを受診して、病気などの早期発見につなげ、ご自身の健康を維持しましょう！

問  保険年金課   国民健康保険加入の方 ☎（21）２１３１   後期高齢者医療加入の方 ☎（21）２１３７

◀国民健康
保険の方は
こちら

◀後期高齢者
医療被保険者
の方はこちら
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縁
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落
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。
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落
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史
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。
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落
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０
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。

　

落
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幼
少
か
ら
ほ
と
ん
ど
こ
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で
過
ご
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
思
い
出
の
大
半
が
栃
木
市
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作
ら
れ
て
お
り
ま
す
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ふ
る
さ
と
は
遠
き

に
あ
り
て
思
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も
の
」
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い
う
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が
あ
り
ま

す
が
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い
つ
ま
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も
こ
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で
漫
画
を
描
い
て

居
た
い
で
す
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春
は
桜
、
夏
は
あ
じ
さ
い
、

秋
は
星
空
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は
夕
焼
け
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の
景
色
も
ず
っ

と
変
わ
ら
ず
、
思
い
出
深
い
で
す
。

ー
こ
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か
ら
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す
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と
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り
ま
す
か
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年
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追
う
ご
と
に
街
の
貫
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増
し
て
る

感
じ
が
し
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す
。
ず
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あ
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大
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に
し
て
く
れ
る
感
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が
、
き
っ
と
そ
う
さ
せ

て
い
る
ん
で
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ょ
う
ね
。
道
と
川
と
建
物
の

調
和
も
、
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と
情
緒
が
ほ
ど
よ
く
共
存
し

て
お
り
、益
々
好
き
な
街
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
で
き
る
お
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も
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の
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れ
て
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で
す
。
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巴
波
川
の
石
垣
の
味
わ
い
、
そ
の
川
の
流

れ
に
沿
っ
た
建
物
の
連
な
り
、
そ
こ
に
人
の

歴
史
と
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
川

が
あ
る
か
ら
こ
の
街
が
こ
う
い
う
形
に
な
っ

た
ん
で
し
ょ
う
し
、
愛
さ
れ
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
し
、
巴
波
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沿
い
は
ど
こ
も
味
わ
い

が
あ
り
、
好
き
で
す
。
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０
０
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。

　

落
語
家
を
題
材
に
し
た
『
昭
和
元
禄

　

落
語
心
中
』（
講
談
社
）
で
第
21
回

　

手
塚
治
虫
文
化
賞
新
生
賞
等
を
受
賞
。

広
報
と
ち
ぎ
で
は
、
今
後
も
ふ
る
さ
と

大
使
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

ふ
る
さ
と
大
使
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

雲
田
は
る
こ
『
昭
和
元
禄
落
語
心
中
』
描
き
下
ろ
し

《
巴
波
川
遊
覧
船
》  

２
０
２
３
年
栃
木
市
立
美
術
館

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
︑
本
市
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
﹁
栃
木
市
ふ
る
さ
と
大
使
﹂︒

今
回
は
二
人
の
大
使
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒
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